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別 紙 

会 議 の 経 過 
平成３０年９月１１日（火） 

午 前 ９時２６分 開議  

 

◎ 開会・開議の宣言 

○議長（泉 敏夫君） それでは、ちょっと時間前でございますが、全員そろわれましたので、た

だいまより第３回定例会を開催したいと思います。 

 まずは、おはようございます。 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 これから本日の会議を開きます。座って失礼します。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりであります。 

 

◎ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（泉 敏夫君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定によって、議長において 

           １番、和 田 義 清 議員 

           ７番、佐 戸 仁 志 議員を指名します。 

 以上の両議員に差し支えのある場合は、次の号数の議席の議員にお願いします。 

 

◎ 日程第２ 議案第４３号 

○議長（泉 敏夫君） 日程第２、議案第４３号 平成２９年度伊根町歳入歳出決算認定を議題と

します。 

 初めに、質疑区分についてお諮りします。 

 慣例により、一般会計歳入歳出決算の歳入全般を一区切りとします。一般会計歳入歳出決算の歳

出のうち、１款議会費から７款商工費までを一区切りとします。次に、８款土木費から１４款予備

費までを一区切り、合計３区切りとして質疑をお願いしたいと思います。 

 特別会計は、国民健康保険特別会計で、まず事業勘定の歳入歳出を一区切りとします。次に、伊

根診療所勘定歳入歳出決算及び本庄診療所勘定歳入歳出決算を一括して一区切り、合計２区切りで

質疑をお願いしたいと思います。 

 その他の特別会計は、会計ごとに区切って質疑をお願いしたいと思います。 

 以上のような区分で質疑をお願いしたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議がないようですので、そのような区分で質疑をお願いします。 

 それでは、最初に一般会計歳入歳出決算の歳入全般を対象として質疑を行います。 

 これから質疑を行います。質疑どなたからでも結構ですのでお願いします。５番、山根朝子議員。 

○５番（山根朝子君） 決算書の２７ページで、し尿処理手数料の滞納繰越分なんですけれども、

昨年度は１，３９８円と少なかったんですが、２９年度は８万１千何がしで大分増えているんです

けれども、これはどうしてなんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） 滞納繰越分の収入額が増えたということですが、これにつきまし

ては２９年度決算でありますので、２８年度で滞納繰越分が多くございまして、その分が２９年度

の滞納繰越分として収入があったことによるものでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ５番、山根朝子議員。 

○５番（山根朝子君） ということは、すみません、平成２８年度の分にすごくいっぱい滞納があ

った分が、２９年度に滞納が改善されたということということですね。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 
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○住民生活課長（石野 靖君） 単純にその年の未収分が翌年の滞納繰越分になりますので、そう

いう見方になろうかと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。５番、山根朝子議員。 

○５番（山根朝子君） すみません、決算書の４１ページでふるさと納税のことなんですけれども、

昨年はすごく１，９４３万７，０００円と多くて、平成２９年度は１，２３５万と大分減ったと思

うんですけれども、総務省のほうでは返礼品がすごく豪華なので、ちょっと抑えなさいというふう

なことも言われていて、そういうので伊根町もちょっとそういうのを抑えたので、減ったというふ

うに理解していいんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 山根議員おっしゃいますとおり、平成２９年度から返礼品の規制

が総務省通知によって厳しくなったということでございます。それまでは、全国では金券のような

ものもふるさと納税で返礼品として取り扱いがされておりましたが、町内でも宿泊券のようなもの

も出しておったんですが、２９年度はそれらもだめだという総務省通知に基づいて実施をした結果、

ふるさと納税の金額が減ったというものでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしとの声がありますので、異議なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 続きまして、次に、一般会計歳出の１款議会費から７款商工費までを対象として質疑を行います。

２番、藤原正人議員。 

○２番（藤原正人君） 決算書の６１ページの定住促進事業なんですけれども、お試し住宅がこと

し本町にも予定されておるわけですけれども、２８年度に１夫婦の方が本庄浜に移住され、また

２９年度も３組の方が利用されたということなんですけれども、いろいろと聞くわけなんですけれ

ども、なかなか地元というか、地域になじめていないというか、関係が持てていないというのを聞

いているわけなんですけれども、今後、進めていく中でいろいろと課題があると思うんですけれど

も、どのように進めていくのかちょっとお聞きさせていただきたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 藤原議員のご質問で、お試し住宅を利用される方々がなかなか地

域になじめないというご質問かなというふうに思いますが、伊根町のほうではお試し住宅、募集が

いつも多ございますので、抽せんなり移住希望理由を十分に勘案して、お試し住宅の利用者を決定

させていただいております。決定して以降は、十分地元の区長さん、自治会長さん、それから近隣

の皆様にも一緒に同行させていただいて、ご挨拶等もさせていただいております。それ以降、困っ

たことがありましたら伊根町役場にも連絡がありますが、十分、地元の地域の皆様方とも良好な関

係を築いてお試し住宅の利用をお願いしますということで、十分なフォローは伊根町のほうでさせ

ていただいておるつもりです。 

 ただ、私どものほうではなかなか地元になじめていないというような声は具体的には聞かせてい

ただいておりませんが、自己で十分なじんていただくということも、自己責任の部分も十分あろう

かなというふうに考えているところでありまして、町としては十分対応はできておるというふうに

考えております。先ほど本庄のお試し住宅の話もありましたが、今後についても十分なフォローは

できる限りのことを町としてやっていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ２番、藤原正人議員。 

○２番（藤原正人君） いろんな関わり方があると思うんですけれども、行政としてはどこまで関

わっていただいたらいいのかという、期待感とかそういうのはないですか。例えば自治会の仕事に

ちょっと参加してもらうとか、そこまではしてもらわんでもいいような格好ですか。ただそこに住

んで、生活して過ごすという格好だけでいいのか、何かちょっと成果が余り見えていないので、い

ろいろと話を聞く中で。 
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○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） お試し住宅のそもそもの考え方は、伊根町の生活を知っていただ

くということはもちろんですが、伊根町での例えば職を探していただくこと、伊根で今後住みたい

から、仕事をベースに一番最初に考えていただくというふうなことをコンセプトに考えております

ので、それからなかなかべったり伊根町のほうにおられない、今までの方ではお試し住宅の利用者

もいらっしゃいますので、そこで必ず伊根町のほうでは地域の行事に出てください、必ず出てくだ

さいということは、なかなか申し上げることは難しいのかなと。もちろん移住していただければ、

地域の住民とともに地域の活動に取り組んでいただくということは当たり前だと思いますが、なか

なかお試し住宅を活用いただく、利用いただく中では、そこまで町のほうとして規制というんです

か、縛りをかけるということは難しいのかなというふうに考えておるところです。 

○議長（泉 敏夫君） すみません、決算会計ですので、質疑のほうがちょっとずれておるような

気もしますので、またそこら辺もあわせて質疑のほうをよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、ほかにご質疑ございませんでしょうか。１番、和田義清議員。 

○１番（和田義清君） 同じく定住促進事業で、決算付属書の１８ページ、（４）番の移住希望者

向け冊子の「伊根と暮らす」、事業費３０万２，４００円で作成部数が２，０００部というふうに

ご説明していただいております。こちらに関しましては移住者向けの冊子ということで、私のほう

も１部ちょっと資料としていただいておるんですけれども、これは１年ごとにつくって、移住者向

け、何年間分をという見越してつくられたのか、ちょっとその辺をお伺いしたいんですけれども。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 移住者向けの冊子の作成についてですが、作成部数２，０００部

を作成させていただきましたが、伊根町としては単年度ということでは決して考えておるわけでは

ございません。特に都会のほうで移住者相談ですとか、移住向けのいろんなイベントがございます

が、そうしたイベントでさっささっさ配るというようなことは考えておりません。もう少し真剣に

というんですか、伊根町で本格的に相談があった場合、また東京、京都等での移住の相談窓口に本

格的に相談に来られたような方々に向けということで、作成をさせていただいております。伊根町

役場に来られた方にも直接この冊子については配布をさせていただいておりますが、さっささっさ

チラシのように配るものではなく、数年間はこれが使えるものだというふうに考えて、

２，０００部と作成をさせていただきました。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清議員。 

○１番（和田義清君） ありがとうございます。 

 強く移住される方を見極めて渡しているということですね。ちなみに、今２，０００部つくられ

て、大体どれぐらい来られたか、ちゃんとした数字じゃなくていいです。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） すみません。概数もなかなか手元に資料がありませんので把握は

できておりませんが、一定数は移住担当者が入っているところは確認させていただいておるところ

です。先ほど申し上げました東京、京都のほうへのコンシェルジュにも、必要部数送付をさせてい

ただいておるところでございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。８番、上辻亨議員。 

○８番（上辻 亨君） 商工費のほうで、付属書のほうでは７３ページ、伊根町舟屋の里公園公衆

トイレ新設ということで、新しいトイレができたわけですが、私たちみんなで視察に行ったときに、

入ったちょうど真正面にちょっと危ないような箇所があったんで、そこをどうかされたのかという

のが１点と、あと１つ、今現在、前あったトイレ、そのトイレをどのようにされるのか、古いトイ

レを、されるんでしょうか、お聞きしたいです。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 上辻議員から今２点のご質問をいただきました。 

 まず、新設のトイレの部分でございます。トイレの多分、男子トイレと女子トイレの間の正面の、

あのときに危ないなと言われておった部分でございますが、業者のほうと、また管理いただいてお

る振興公社とも調整はさせていただいておるんですが、まだちょっと具体的な動きができていない
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ところです。再度、具体的な安全確保のためのちょっと手続を進めたいというふうに思います。 

 それから、従来ありましたお土産物、伊根浦漁業の裏にあったトイレのことだろうというふうに

思うんですが、あそこの指定管理をしておりますふるさと振興公社にも、何か活用がないのかとい

う照会はさせていただいておるんですが、具体的に今まで上がってきておりません。が、さらに現

在、次年度からの指定管理者の今公募をかけておるところでございます。ただ、もう今の時期にな

りましたので、新たな指定管理者と十分な利用、活用方法について見きわめていくことが必要かな

というふうに考えておりますので、当面は多分動くことはできないのかなというふうに考えており

ます。 

 ただ、あそこのトイレを閉めたことで、トイレについては何ら問題なく、今の新設のトイレで十

分だというふうに思っておりますので、何らかの今まであった従来のトイレについては、活用方策

を次期指定管理者と調整ということになるんではなかろうかというふうに考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。１番、和田義清議員。 

○１番（和田義清君） 決算付属書の２２ページ、温泉管理費なんですけれども、一番下の２９年

の奥橋立伊根温泉４号源泉温泉業務管理費で、六万部なんでケアハウスか泊泉苑かどちらかと思う

んですけれども、修繕３件、１３万３，９２０円上がっておるんですけれども、この修繕の内訳内

容を簡単に教えていただけますか。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 温泉管理費の修繕工事３件でございます。 

 長寿苑の施設の手前のほうでは漏電がありましたんで、その漏電修理と、あと泊泉苑では定水位

弁という水位の弁の故障がありましたんで、その修繕、それから同じく泊泉苑での排気弁というこ

とで、弁の修繕２カ所と漏電関係で１カ所ということで、３件の工事を行っております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨議員。 

○８番（上辻 亨君） ６款農林水産業費ということで、付属書のほうでは６６ページ、有害鳥獣

対策事業ということで、新井地区だったと思うんですけれども、テキサスゲートいうのを設置され

たというて説明していただいたと思うんですけれども、うちらのほうもイノシシにはすごい困って

おります。テキサスゲートを設置したことによって、効果、そういうのがわかれば教えていただき

たいんですけれども。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 決算付属書の一番下段の農林業活性化補助金１団体でございます。 

 新井地区にテキサスグレーチングを設置ということで、事業費の７割補助ということで１６８万

８，０００円支出しております。大変高額な工事費となりますので、１カ所だけ試験的に実施をさ

せていただきました。地元のほうで効果のほうを聞きましたところ、やはり最初は１回獣が入った

と。ここは全国どこでも１回は入るんです。やっぱり入ったことないんで。その後はやっぱりもう

出るんも苦労した、入るときも穴の中に足突っ込んだということで、２回目以降はちょっと入った

感じがないということで、結構効果があったのかなと思っております。 

 しかしながら、かなり高額ですので、なかなか次の箇所というふうにも一歩を踏み出せないなと

いう。もう少しちょっと状況を見て、本当にこれでいけるかなということになったら、また次の地

区ももしどうしてもという希望があればしていきたいと思いますが、今のところもうしばらく見守

っていきたいなと思っております。 

○議長（泉 敏夫君） ８番、上辻亨議員。 

○８番（上辻 亨君） 効果があれば、次のしてほしいところも多分あると思うんで、ぜひ進めて

いってほしいと思います。 

 以上です。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑はありませんか。６番、大谷功議員。 

○６番（大谷 功君） 同じく関連の質問なんですが、ワイヤーメッシュ柵をここ近年導入されて

いまして、広範囲に柵ができておるわけなんですが、どうも見ておりますと破られて、修繕、修繕

されておられる集落が多いように思うんです。このワイヤーメッシュ柵をもう少し何か検討する余

地が今あるのかないのか、課内で検討されておるのか、ちょっとそこら辺についてお聞かせくださ
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い。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） ワイヤーメッシュ柵に限らず、電気柵でも入られるところは入っ

ているということで、皆さん入られた後はまたそれのさらに強化をしていくということで、追いか

けごっこみたいな格好で大変苦労しておられると思います。入られるにはやっぱり要因があるとい

うことで、専門家にもよく事例としてお聞きするんですが、やはりそれなりの要因がありますので、

正しく設置すれば防げるということは専門家もおっしゃっていますので、毎年、講習会、研修会を

行っておりますので、そこでまたそういう事例がありましたら出していただいて、何が悪かったの

か、設置の仕方がどこがどうだったのかということを検証していただけたら、解決できるのかなと

いう部分が大半だと思いますので、やはり研修にも参加していただいて、そういう実際の事例を持

ってきていただいたら、さらに研修が実のあるものになるかなと思っていますので、またそういう

ところがありましたら、議員のほうでもご協力をお願いしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ございませんか。４番、松山義宗議員。 

○４番（松山義宗君） 不用額についてちょっとお伺いしたいと思います。 

 １０６、１０７ページです。診療施設費で、補正のときに減額されているにもかかわらずお金が

余っていると。これをお聞きしたいのが１つ。 

 それから、次のページ、１０８ページ、１０９ページの塵芥処理費についてお伺いします。付属

書のほうでは５７ページで、委託先ということでいろいろ分けて書かれているんですが、これとい

うのは全て数量、分量、ごみの量によって契約をされたものなのか、毎年こんなものだからという

ことで契約をされていたのかお聞きしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） 松山議員から２点、診療所の不用額のところと、塵芥処理の関係

の各契約に基づいてのあたりだと思うんですが、まず診療所についてお答えさせていただきます。 

 何分この会計での予算の大半を占めておりますのは、診療所勘定への繰出金になります。伊根診

療所と本庄診療所でございます。それぞれ診療所での予算を計上する場合、診療収入、診療報酬的

な入りが見込めるものは、予算上若干少な目に、歳出予算は若干多目にというのが予算編成のルー

ルかなと思っております。その差額を埋めますのが、一般会計からの繰出金、診療所勘定でいうと

ころの繰入金になってきまして、決算といいますか、年度をくくったときに、見込んでいたよりも

診療収入があったり、実際、歳出が伴わなかったことがあって、その差が生じて一般会計からの繰

り出しが少しになったというところで、不用額が生じていると感じております。 

 続きまして、塵芥処理の関係ですが、今回、多額の不用額が出たのはどこかといいますと、塵芥

処理費全体で１，５００万円の不用額のうち、占めておりますのが負担金の１，２００万になろう

かと思います。では、負担金がどこの事業であるかといいますと、一番初めに上がってきます宮津

与謝環境組合負担金が大半を占めていることになります。これは１市２町で組合を設置しています

今現在建設中の清掃工場の建設に係る１市２町の負担金になりまして、清掃工場側が最後決算を打

つときに、幾らの負担を本町に求めるかによって変わってきます。その場合、補正予算を組むこと

も可能かとは思うんですが、これに占めます財源が起債、町債、借金のほうということになります

ので、負担金を払わないなら起債も発行しない。予算上、相殺できるものでありますので、補正を

することなく負担金を低額に抑え、起債の発行を行わなかったというような決算になろうかと思い

ます。 

 委託料につきましては、付属書のほうで一覧で示しておるものですが、例年の見込みに基づいて

予算要求しております。その結果、かかった費用を執行しているということで、２９年度もおおむ

ね例年どおりの内容でございました。金額につきましては、振興公社への収集運搬は予算とほぼ同

額になりますが、宮津市清掃工場、２段目の宮津市へ支払っております清掃工場の管理運営業務に

なると、ごみ量によって支払う金額は変わってきます。同様に一番下の一般廃棄物運搬及び処理業

務、三重中央開発につきましても、搬出したごみの量によって委託の金額は変わってきます。その

ほかは、大体契約に基づいての金額になってきます。 

○議長（泉 敏夫君） ４番、松山義宗議員。 
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○４番（松山義宗君） 不用額についてはわかりました。この不用額というのは、その後どういっ

た扱いになるのかというのもちょっとお教え願いたいんですけれども。いろいろなところに全て不

用額というのがありますよね。 

 それと、ごみ処理に関してなんですけれども、量によって金額が決まるということを今おっしゃ

っていますけれども、伊根町のごみの量というのは減っているんですかね。増えている、減ってい

るでいうんであれば、減っているんであれば、ふるさと振興公社さんに対する委託金というのも減

っていくのかなと思うんですけれども、そのあたりはどうですか。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） それでは、まず私のほうから不用額の処理についてお答えをいたしま

す。 

 ただいまの松山議員のご質問の中にありまして、それに対する石野課長の答弁にありましたよう

に、歳入が歳出に伴って計上されておりますもの、全て一応、歳入、歳出一致しておるんですけれ

ど、先ほどのように歳出の負担金に対して、財源手当てとして地方債、町債を計画しておりますも

のにつきましては、不用額として出ておりますが、見合う町債を発行、金額を合わせておりますの

で、収入もそれにつれて少なくなっておるという状態になります。そのほかの事業等で一般論で申

し上げますと、一般財源を充当しましたもので不用額が出ましたものにつきましては、歳入歳出の

差し引きの実質収支の残という形で、決算書の中ではあらわれてくるということになります。 

 繰り返しになりますが、特定財源が歳入のほうに予定されておりますものにつきましては、歳出

に合わせた特定財源の調節が行われますので、収入額がそれに合わせて減少するということになり

ます。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） ごみの量が減るかどうかですが、単純に考えますと人口の減少に

伴い、ごみの量は減少傾向にあろうかと思います。それに見合いまして、ふるさと振興公社へ委託

しております収集運搬業務の金額のことかと思うんですが、ごみの量を集めたことによって振興公

社さんへ業務を委託しているのではなく、住民さんが排出されたごみを回収し、処理場まで運んで

いただくことを業務の委託としておりますので、ごみの量が減ったからといいまして業務時間の短

縮に即つながるかは考えにくいところであります。町内全域回っていただくことになりますので。

そういうことを考えましても、単純にごみの量から振興公社への委託とは結びつかないと考えてお

ります。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ございませんか。８番、上辻亨議員。 

○８番（上辻 亨君） ３款民生費のほうで、付属書のほうでは３３ページ、社会福祉推進事業と

いうことで、福祉有償運送事業ということで、説明があったときには利用者が減ったというふうに

お聞きしたんですが、減った要因といいましょうか、そのことがお聞きしたいです。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 減った要因としまして、高齢人口自体も減っています。あと、対

象となっていた高齢者等が、要介護認定とか受けた人しか利用できないんですけれども、その人た

ちがもう施設に入ったりして、利用者でなくなったというようなことを要因だと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ございませんか。４番、松山義宗議員。 

○４番（松山義宗君） 観光費について伺います。 

 １２８、１２９と次のページにまたがってですが、この中で花火について会場の借り上げ料とい

うのは、ここはどこに支払っていらっしゃるものですか。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） 会場の借り上げ料、細節では会場借り上げ料となっておりますが、

具体的には伊根浦散策トイレの借り上げ料の分でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ６番、大谷功議員。 

○６番（大谷 功君） 付属書の４５ページ、２項の児童福祉費で、保育所職員研修等でございま

すが、研修費が増えるのは大変いいことだというふうに思っておりますけれども、例年になくここ

が大きく増えておるんです。これは京都府や国なりの指導があったのか、また伊根町の自主的な研
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修に入られたのか、そこらをちょっとお聞かせください。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） この研修費につきましては、住民のいろいろな要望等に応えるた

めに、職員のスキルアップを図るために、自主的に行っているというようなことでございます。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清議員。 

○１番（和田義清君） すみません、ちょっと基本的なことを教えていただきたいんですけれども、

決算付属書の４２ページに、老人福祉センターの管理運営費として温泉の利用状況を示していただ

いております。全体的にも増えまして、全協での説明では、昼の利用回数の増も温泉を開放したと

いうことで、それが増の要因だというふうにお聞きしました。入湯税を見てみると、入湯税は昨年

より若干下がっておるんですけれども、これに関しての入湯税は取られていないんですかね。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 入湯税のほうは支払っております。温泉の利用につきましては、

昨年１，１２６、今年度１，１６１、微増でございます、泊泉苑につきましては。利用というのは、

各部屋の利用が全体が伸びておるということで、部屋ごとの昼間の利用がかなり増えたというよう

なことでございます。 

○議長（泉 敏夫君） 石野課長。 

○住民生活課長（石野 靖君） 老人福祉センターの利用と入湯税の関係でございますが、入湯税

は老人福祉センター以外、町内の温泉を持っておられる宿泊所等もありますので、そちらのほうが

入湯税に占める割合も非常に多くございます。ですから、老人福祉センターの増える減るではそん

なに影響はないかと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ございませんか。４番、松山義宗議員。 

○４番（松山義宗君） １３２、１３３、駐車場運営管理費になるんですが、この中の清掃業務で

１００万ぐらい出ているんですけれども、これはどこに清掃を委託されているんですかね。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） １３５ページの１０６万２，０００円の清掃業務の分ですかね。

これにつきましては、伊根町ふるさと振興公社に委託をしておる部分と、シルバー人材センターに

委託をしておる部分でございます。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。６番、大谷功議員。 

○６番（大谷 功君） 付属書の７４ページ、観光総務管理費で、新たな観光資源の造成というこ

とで、ニジマスとヤマメの放流をされておるんですが、これの内容についてお聞かせ願いたいのと、

これを今後どういうふうに活用されようとしているのか、考えるところがあればお聞かせください。 

○議長（泉 敏夫君） 上山課長。 

○企画観光課長（上山富夫君） ニジマス、ヤマメの放流という新たな観光資源の造成ということ

で、具体的には観光協会が行っておる事業について、伊根町はそれらの観光協会に全体を勘案して

補助させていただいておるというところでございまして、事業主体はあくまでも伊根町観光協会と

いうところでございます。観光協会がいろんな戦略をもっていろんな取り組みをされておりますの

で、今後ニジマス、ヤマメを活用した取り組みを行っていただけるものだろうというふうに理解を

しております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。１番、和田義清議員。 

○議長（泉 敏夫君） 決算付属書２０ページの交通安全対策費のところでございます。 

 全協でお聞きしておりました交通安全の施設設備等で、ＬＥＤの交換業務として件数をご説明し

ていただきました。お聞きしておりました何件中何件ぐらいとかいう件数を調べてお知らせいただ

くということでお答えしていますので、よろしくお願いします。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） ただいまご質問をいただきました先般のＬＥＤの交換済み数でござい

ます。 

 平成２９年度末で３５１基、ＬＥＤに交換済みになっておりまして、自治会から報告といいます
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か、ＬＥＤ交換の申請をいただきますときに自治会管理部の数をお知らせいただいております。そ

の部分の合計が５６３ございまして、町管理が２４０、集落間の通学路分です、あります。町の分

は交換済みの分が７４、自治会分が２７７、順番に申し上げます。 

 自治会分が５６３、数を確認させていただいておりまして、そのうち２７７がＬＥＤ交換済みで

す。町が管理しております分が２４０設置されておりまして、７４交換済みでございます。合計で

８０３ありますうちの３５１がＬＥＤに交換されて、残りが蛍光管ということになります。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑

を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 続きまして、一般会計歳出の８款土木費から１４款予備費までを対象として質疑を行います。質

疑ございませんか。５番、山根朝子議員。 

○５番（山根朝子君） 決算付属書の８５ページの防災備品の一覧ですが、離乳食というのがどれ

か教えてほしいのと、あと、アレルギー食みたいなものの対応はしなくてもいいんでしょうか。 

○議長（泉 敏夫君） 鍵課長。 

○総務課長（鍵 良平君） まず、アレルギー食のほうでございますが、マジックライスとして書

かれておりますものの中で、わかめご飯がアレルギーフリーのものを用意させていただいておりま

す。 

 また、直接離乳食として保存はできておらないんですけれども、このご飯を柔らかくして対応で

きる部分もあるかなというふうに現在のところは考えておりまして、離乳食専門としては現在のと

ころ整備ができておりません。また、乳児につきましては、粉ミルクが現在ございます。 

○議長（泉 敏夫君） ５番、山根朝子議員。 

○５番（山根朝子君） ご飯の分をちょっとお湯で温めて柔らかくしてということですけれども、

やっぱり野菜フレークとかでお湯を入れてちょっととろとろにするというふうな、そういう離乳食

用の防災の食品もありますので、少しそういうものも考えていただけたらなと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ほかにご質疑ございませんか。５番、山根朝子議員。 

○５番（山根朝子君） 決算付属書の９０ページで、コミュニティ・スクール事業で「伊根町の教

育」として映像として記録したとあるんですけれども、これは今後どのように活用するか、何かお

決まりですか。 

○議長（泉 敏夫君） 梅﨑次長。 

○教育次長（梅﨑 良君） コミュニティ・スクール事業の映像記録業務の関係でございますけれ

ども、これにつきましては付属書にも書いてございますように、コミュニティ・スクールが終了し

まして、その成果として取り組んだものでございまして、各校に配付をして今後そのビデオを見て

いただくという、事業が終わりましたので。それと、この１０月１２日に全国へき地教育研究大会

京都大会がありまして、そのうち１２日に伊根町に分科会の会場が設置をされております。その会

場でこのビデオの放映をし、伊根町の教育の現状、ふるさと学等について全国の皆さんにお見せし

たいという、そのような活用を考えております。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清議員。 

○１番（和田義清君） 決算付属書７５ページ、８款土木費の道路維持管理の町道管理事業のほう

で、道路環境の維持を図るため、各区による町道の維持管理に対する報償を支払ったということで、

７０万５，６０３円計上されております。これの単価というか、規定とかがもしわかれば教えてい

ただきたいんですけれども。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） 支払いの根拠としましては、普通作業員の時間当たり単価で作業

人数に時間数を掛けてお支払いしておりますので、細かい数字までは今は申し上げられませんが、

恐らく１時間当たり９００円前後か１，０００円にはいっていないと思います。 

○議長（泉 敏夫君） １番、和田義清議員。 

○１番（和田義清君） ということは、業者さんがよくやる何ｍとかじゃなくて、もう作業時間掛
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ける作業人数ということでいいんですね。 

○議長（泉 敏夫君） 白須課長。 

○地域整備課長（白須 剛君） はい。以前にも議員の皆様や地域の皆様からもう少し単価アップ

できないかということで、それに機械損耗費も掛けて１割増しぐらいでお支払いしておると思うん

ですが、それで九百何十円ぐらいになっておると思うんですが、それでもまだもう少しという声は

あります。実際には単価を掛けて、時間数と人数、２時間したら掛ける２、１０人であれば掛ける

１０という格好でお支払いをしております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 続きまして、特別会計の国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算を対象として質疑を行いま

す。質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 ここで、１０分間の休憩を行います。次、開始が１０時半より行いますので、よろしくお願いし

ます。 

休憩 １０時２０分 

再開 １０時３０分 

○議長（泉 敏夫君） 会議を開きます。 

 次に、国民健康保険特別会計の伊根診療所勘定及び本庄診療所勘定の歳入歳出を対象として質疑

を行います。質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、簡易水道特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質疑ございませんか。質疑

がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、下水道事業特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質疑ございませんか。質

疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、財産区特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質疑ございませんか。質疑が

ないようであります。これで質疑を終わりたいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、介護保険特別会計保険事業勘定及び介護サービス事業勘定を対象として質疑を行います。

５番、山根朝子議員。 

○５番（山根朝子君） 決算付属書の１３５ページに、要介護認定の状況が書かれています。これ

は要支援から改善した人、いわゆる介護保険から卒業した人というんですか、そういう方はいらっ

しゃったのか。また、要介護度を更新するときに、総合事業に移行すると前おっしゃっていたと思

うんですけれども、そういう方は何名かいらっしゃったんですか。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 要介護状態が改善された方、ちょっと数字は把握していません。

ちょっと資料がないので、後でお答えさせていただいてよろしいでしょうか。 

 総合事業に移行した方ですけれども、何名かございます。ちょっとそれも数字持っていないんで、
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また後日お願いしたいと思います。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ありませんか。４番、松山義宗議員。 

○４番（松山義宗君） 支援事業費の中の包括的支援事業（社会保障充実分）というふうになって

いるんですけれども、当初予算から比べて半分ぐらいが余っているように思うんですが、何かこの

事業ができなかったとか、そういったことでしょうか。 

 ３１４、１５の地域支援事業の中の４番です。包括的支援事業（社会保障充実分）で２９６万に

対して１６３万の支出で、半分ぐらいが余っていると。何か当初予定していた事業ができなかった

のか。 

○議長（泉 敏夫君） 須川課長。 

○保健福祉課長（須川清広君） 事業につきましては、当初予定していた部分については全て行っ

ております。不用額につきましては、個々の積み上げが不用になったものと考えております。 

○議長（泉 敏夫君） ほかに質疑ございませんか。質疑がないようでありますが、これで質疑を

終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 次に、訪問看護事業特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質疑ございませんか。

質疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 最後に、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算を対象として質疑を行います。質疑ございません

か。質疑がないようでありますが、これで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 以上で、平成２９年度歳入歳出決算の全ての会計の質疑が終わりました。 

 この際、全ての会計を通じて何かご質問等がございましたら、これを受けることにします。一般

会計、各特別会計の歳入歳出決算について質疑はありませんか。質疑がないようでありますが、こ

れで質疑を終わりたいと思いますが、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（泉 敏夫君） 異議なしと認めます。質疑を終わります。 

 

◎ 散  会 

○議長（泉 敏夫君） 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 本日で全ての決算質疑が終了しましたので、９月１３日に予定しておりました本会議は休会とし、

最終日２０日は午後１時３０分から開催する予定でありますので、よろしくお願いします。 

 なお、初めに一般質問から行います。 

 どうもご苦労さまでした。 

散会 １０時４５分 


